




本
会
会
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
発
展
の
為
、
格
別

な
る
ご
厚
情
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
新
年
早
々
か
ら
能

登
半
島
地
震
が
発
生
し
多
く
の
方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
事
に
深
く
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
被
災
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

ら
に
被
災
地
の
皆
様
が
一
日
も
早
い
日
常
を
取
り
戻
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

去
る
二
月
四
日
に
第
十
五
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ご
出
席
い
た
だ

い
た
先
生
方
に
は
本
会
が
目
標
と
す
る
安
心
安
全
、
有
意
義
で
感
動
的
な
行
事
の
実
施
、

そ
し
て
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
に
相
応
し
い
礼
節
に
則
っ
た
大
会
行
事
の
運
営
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
成
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
武
道
執
行
専

門
委
員
の
先
生
方
の
役
割
は
会
員
参
加
者
の
熱
意
あ
る
ご
協
力
の
も
と
に
成
立
し
ま
す
。

私
達
は
多
く
の
反
省
材
料
を
基
に
し
て
、
謙
虚
な
態
度
で
今
直
面
し
て
い
る
多
く
の
課

題
に
対
し
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
努
力
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に

参
加
者
全
員
の
皆
様
に
本
会
の
名
誉
と
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
最
善
の
努

力
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
決
意
で
閉
会
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
引
き
続
き
第
十
一
回
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
定
時
社
員
総
会
が
開
催

さ
れ
重
要
議
題
案
に
沿
っ
て
決
議
事
項
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
後
、
出
席
社
員
の
大
多

数
の
賛
同
を
持
っ
て
全
て
決
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
主

催
事
業
の
数
々
に
多
く
の
先
生
方
が
ご
参
加
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
特
に
創
立
百
二
十
九
周
年
を
祝
い
四
月
二
十
九
日
開
催
の
第
六
十
二
回
全
国

武
徳
祭
や
四
月
二
十
八
日
開
催
の
第
二
十
九
回
全
国
青
少
年
武
徳
祭
、
春
の
高
段
者
審

査
会
、
さ
ら
に
は
九
月
八
日
開
催
の
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
、
十
月
二
十
七

日
開
催
の
第
三
十
二
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
な
ど
こ
の
一
年
を
通
じ
て
こ

れ
ら
の
行
事
が
本
会
の
目
指
す
日
本
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
や
武
道
を
通
じ
た
健
全
な

青
少
年
の
育
成
な
ど
に
大
き
く
寄
与
す
る
事
を
期
待
致
し
ま
す
。
文
武
一
徳
の
実
践
か

ら
本
会
会
報
の
出
版
に
も
寄
稿
記
事
な
ど
で
精
力
的
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
が
現
在
一
番
厳
し
く
直
面
し
て
い
ま
す
の
は
こ
の
数
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
社
会
変
動
の
真
っ
た
だ
中
で
著
し
く
会
員
の
数
が
減
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
現
状
で
す
。

高
齢
化
に
よ
る
活
動
の
低
下
、
病
気
、
失
業
、
熱
意
の
低
下
、
若
い
世
代
の
参
加
人
数

の
激
減
な
ど
多
く
の
要
因
が
重
な
り
正
会
員
、
一
般
会
員
、
青
少
年
会
員
な
ど
が
退
会
、

休
会
し
て
お
り
本
会
執
行
部
は
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
十
二
年
前
に
法
人
化
し
て

以
来
、
最
大
の
組
織
的
課
題
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

本
会
執
行
部
と
事
務
局
は
こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
具
体
的
な
方
策
と
し
て
以

下
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
．
本
会
の
情
報
発
信
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
通
じ
て
能
動
的
に
駆
使
し
、
さ
ら
に
活

発
に
推
進
す
る
事
。

二
．
ホ
ー
ム
ペ
―
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
団
体
な
ど
の
紹
介
を
動
画
や
Ｐ
Ｒ
資
料
を
加

え
て
大
々
的
に
改
善
す
る
事
。

三
．
そ
の
他
公
共
組
織
や
、
各
地
に
お
い
て
適
切
な
宣
伝
が
可
能
な
所
で
本
会
の
Ｐ
Ｒ

本
会
の
組
織
的
課
題

濱
田

　
鉄
心
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を
積
極
的
に
進
め
る
事
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
番
肝
心
な
所
は
現
在
本
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
各
団
体
で
会
員

数
を
一
人
で
も
増
や
す
努
力
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
非
常
に
大
き
な
原
動
力
と
な
り
得

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
日
本
武
徳
会
は
各
流
派
の
伝
統
を
尊
重
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
多

様
性
が
特
色
で
す
。
本
会
の
草
の
根
の
発
展
亡
く
し
て
未
来
的
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
会
の
全
て
の
会
員
の
皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
の
は
襲
古
還
新
の
意
義
を
総
合

的
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
実
践
し
て
い
た
だ
く
事
で
す
。
即
ち
、
古
き
を
襲
い
て
何
を
遺

す
か
、
そ
し
て
如
何
に
し
て
新
し
く
変
化
し
て
い
く
か
で
す
。
今
我
々
が
直
面
し
て
い

る
の
は
極
め
て
重
要
な
組
織
的
課
題
で
す
。
私
達
が
引
き
継
い
で
き
た
本
会
の
誇
り
あ

る
百
三
十
年
近
い
伝
統
を
未
来
に
力
強
く
継
承
し
て
い
く
為
に
も
、
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
是
非
と
も
皆
様
方
の
叡
智
を
結
集
し
た
お
力
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
度
の
主
催
行
事
に
お
い
て
も
国
籍
や
文
化
を
越
え
て
ど
の
よ
う
な
感
動
が
生
ま

れ
、
輝
か
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
る
か
、
そ
れ
は
私
達
会
員
一
同
の
弛
ま
ぬ
情
熱

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
精
力
的
な
ご
尽
力
と
ご
協
力
を
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、

本
年
度
の
主
催
事
業
の
全
て
が
安
全
無
事
、
成
功
裡
に
導
か
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
願

致
し
ま
す
。

末
尾
に
総
裁
東
伏
見
猊
下
を
始
め
と
す
る
全
て
の
本
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
、
ご

多
幸
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
十
一
回
定
時
社
員
総
会

　及
び

第
十
五
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会

日
時
　
令
和
六
年
二
月
四
日
（
日
）

場
所
　
京
都
東
急
ホ
テ
ル
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第
十
一
回
定
時
社
員
総
会
の
報
告

令
和
六
年
二
月
四
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ
り
京
都
東
急
ホ
テ
ル
祇
園
の
間
に
お
い
て
一
般

社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
第
十
一
回
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。出
席
社
員
八
十
九
名（
委

任
状
提
出
者
五
十
七
名
含
む
）
に
よ
り
本
定
時
社
員
総
会
は
成
立
し
た
。
一
般
社
団
法
人
法
に

則
り
本
会
定
款
と
内
規
に
従
っ
て
左
記
の
と
お
り
報
告
事
項
並
び
に
決
議
承
認
事
項
に
つ
い
て

報
告
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

第
一
議
案
　
　
二
〇
二
三
年
度
事
業
及
び
収
支
決
算
書
の
件

（
二
〇
二
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
二
〇
二
三
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
二
議
案
　
　
二
〇
二
三
年
度
会
計
監
査
報
告
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
三
議
案
　
　
二
〇
二
四
年
度
事
業
計
画
書
承
認
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
四
議
案
　
　
二
〇
二
四
年
度
収
支
予
算
書
承
認
の
件

原
案
ど
お
り
決
議
承
認
さ
れ
た

第
五
議
案
　
　
二
〇
二
五
年
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
特
別
企
画
案
の
件

第
六
議
案
　
　
内
規
追
加
修
正
事
項
に
つ
い
て
説
明

第
七
議
案
　
　
武
徳
会
館
・
事
務
所
開
設
に
つ
い
て
説
明

第
八
議
案
　
　
第
十
五
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の
具
体
的
な
内
容
が
報
告
さ
れ
た

第
九
議
案
　
　
二
〇
二
三
年
創
立
一
二
八
周
年
記
念
主
催
事
業
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た

第
十
議
案
　
　
後
援
事
業
大
阪
府
支
部
武
道
研
修
会

報
告
事
項
　
　�

会
員
増
強
対
策
案
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
各
団
体
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
説
明
、
会

報
編
集
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

そ
の
他
重
要
事
項
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
に
入
っ
た

以
上
　

一
般
社
団
法
人
　
大
日
本
武
徳
会
　
　

理
事
　
渡
邊
　
佳
代
子
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三
　
次
に
、
濱
田
委
員
長
よ
り
、
二
つ
目
の
課
題
で
あ
る
「
全
国
武
徳
祭
に
お
け
る
大
会
役
員

の
役
割
と
責
任
」
に
関
し
、

〇
　
過
去
の
大
会
を
振
り
返
り
、
各
種
諸
問
題
へ
の
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と

〇
　
如
何
に
し
て
、
安
全
、
安
心
且
つ
有
意
義
な
大
会
運
営
を
行
う
か
を
検
討
す
る
こ
と

〇
　
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
に
相
応
し
い
礼
節
に
則
っ
た
大
会
運
営
を
す
る
た
め
の
方
策
を

検
討
す
る
こ
と

と
の
指
示
・
説
明
が
あ
っ
た
。

四
　
続
い
て
、「
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
お
け
る
礼
式
と
規
範
及
び
注
意
事
項
」
で
は
、
上

村
理
事
か
ら
平
安
神
宮
に
お
け
る
礼
式
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
山
田
理
事
か
ら
嚴
島
神
社

に
お
け
る
礼
式
の
説
明
が
あ
っ
た
。
濱
田
委
員
長
よ
り
、「
伝
統
武
道
の
持
つ
多
様
性
を
尊

重
し
つ
つ
後
世
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
大
日
本
武
徳
会
で
は
、
会

と
し
て
の
指
定
形
の
制
定
は
行
わ
な
い
が
、礼
式
は
会
と
し
て
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

五
　
そ
の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
の
検
討
会
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
そ
の
検
討
結
果
に

つ
い
て
各
委
員
長
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
竹
田
豊
検
証
委
員
長
よ
り
、「
演
武
者
の
た
め
最
善
の
環
境
を
整
え
、
注
意
事
項

の
厳
守
を
監
督
す
る
の
が
検
証
委
員
。
自
ら
武
道
家
と
し
て
の
礼
節
・
規
範
を
示
し
て
、
安

全
安
心
な
る
演
武
大
会
の
実
施
に
寄
与
す
る
。
検
証
委
員
は
各
受
持
ち
コ
ー
ト
の
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
の
自
覚
を
持
っ
て
業
務
運
営
に
あ
た
る
」
等
検
討
結
果
の
説
明
が
っ
た
。

六
　
次
に
、
山
田
文
典
管
理
運
営
委
員
長
よ
り
、「
事
前
の
説
明
と
意
思
疎
通
を
し
っ
か
り
と

行
い
、
無
線
機
の
利
用
な
ど
連
絡
体
制
を
整
え
る
。
礼
式
に
関
し
て
は
特
に
団
体
長
の
責
任

を
明
確
に
す
る
。
ま
た
会
員
の
増
加
策
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
推
進
し
、
加
え
て

地
域
の
行
政
や
福
祉
な
ど
と
の
協
力
を
進
め
る
」
等
検
討
結
果
の
説
明
が
あ
っ
た
。

七
　
藤
井
正
巳
進
行
委
員
長
か
ら
は
、「
進
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
大
会
の
進
行
状
況

を
如
何
に
し
て
伝
達
す
る
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
進
行
状
況
確
認
用
の
掲
示
板
を
張

り
出
す
と
か
、
各
道
場
に
参
加
者
の
連
絡
先
を
確
認
す
る
、
検
証
委
員
や
ほ
か
の
委
員
と
の

連
携
を
密
に
す
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
」
旨
検
討
結
果
の
説
明
が
あ
っ
た
。

八
　
渡
邊
佳
代
子
表
彰
委
員
長
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
変
更
さ
れ
た
表
彰
方
法
を
以
前
の
方

法
に
戻
し
、
変
更
点
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。
進
行
委
員
と
の
連
携
を
密
に
す
る
。
会
員
数
増

加
に
あ
っ
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
拡
充
の
た
め
、
会
員
か
ら
の
意
見
を
集
め
る
。
招
聘

団
体
の
選
出
方
法
を
見
直
す
」
旨
検
討
結
果
の
説
明
が
あ
っ
た
。

九
　
各
委
員
長
か
ら
の
報
告
が
っ
た
後
、
濱
田
委
員
長
が
総
括
と
し
て
、「
事
業
の
成
功
に
は

二
〇
二
四
年
二
月
四
日
（
日
）
京
都
東
急
ホ
テ
ル
「
鞍
馬
の
間
」
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法

人
大
日
本
武
徳
会
　
第
十
五
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
武
道
執

行
専
門
委
員
・
本
部
役
員
と
し
て
本
会
議
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
回
、
出
席
し
た
武
道
執
行
専
門
委
員
の
先
生
方
は
、
濱
田
鉄
心
武
道
執
行
専
門
委
員
会
委

員
長
（
以
下
、「
濱
田
委
員
長
」
と
す
る
）
以
下
三
十
一
人
で
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
主
な
議
題
は
、

〇
　
本
会
の
武
道
種
目
別
会
員
数
の
実
態
と
課
題

〇
　
全
国
武
徳
祭
に
お
け
る
大
会
役
員
の
役
割
と
責
任

〇
　�

奉
納
古
武
道
演
武
大
会
に
お
け
る
礼
式
と
規
範
及
び
注
意
事
項
（
平
安
神
宮
額
殿
・
嚴
島

神
社
祓
殿
）

〇
　
二
〇
二
四
年
度
、
創
立
百
二
九
周
年
記
念
本
会
主
催
事
業
予
定

と
さ
れ
、
大
会
検
証
委
員
、
大
会
管
理
運
営
委
員
、
大
会
進
行
委
員
及
び
大
会
表
彰
委
員
の
各

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
　
冒
頭
、
濱
田
委
員
長
か
ら
、
新
任
の
武
道
執
行
専
門
委
員
の
先
生
方
で
あ
る
、
薮
崎
聡
先

生
、
土
屋
恭
之
先
生
、
中
野
秀
人
先
生
及
び
野
川
栄
一
先
生
の
四
人
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
ま
た
濱
田
委
員
長
か
ら
、
武
道
執
行
専
門
委
員
会
設
立
の
歴
史
的
経
緯
と
今
後
武
道
執
行

専
門
委
員
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

二
　
引
き
続
き
議
題
の
進
行
に
入
り
、ま
ず
一
つ
目
の
議
題
で
あ
る
「
会
員
数
の
実
態
と
課
題
」

に
つ
い
て
、
濱
田
委
員
長
か
ら
、
年
齢
的
な
も
の
も
あ
り
会
員
数
が
減
少
す
る
の
は
仕
方
な

い
が
、
こ
れ
を
如
何
に
最
小
に
と
ど
め
、
尚
且
つ
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
や
す
に
は
ど
う
す
る
か
、

こ
れ
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
ほ
し
い
旨
の
説
明
が
あ
っ

た
。 令

和
五
年
度

　第
十
五
回
武
道
執
行
専
門
委
員
会
の
報
告

国
際
部

坂
本
　
俊
一
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組
織
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
で
あ
り
、
武
道
執
行
専
門
委
員
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

改
善
策
を
実
行
し
て
、
反
省
検
討
し
、
よ
り
良
い
結
果
を
出
す
よ
う
会
員
の
協
力
と
支
援
を

お
願
い
す
る
」
旨
、
述
べ
ら
れ
た
。

十
　
二
〇
二
四
年
度
、
創
立
百
二
九
周
年
記
念
本
会
主
催
事
業
予
定
に
つ
い
て
、
事
務
局
の
塩

田
事
務
局
長
か
ら
、

四
月
二
十
八
日
　
　
第
二
十
九
回
全
国
青
少
年
武
徳
祭

　
　
　
同
　
日
　
　
春
季
高
段
者
審
査
会
、
支
部
長
団
体
長
会
議
、
大
会
前
夜
祭

四
月
二
十
九
日
　
　
第
六
十
二
回
全
国
武
徳
祭

九
月
　
　
八
日
　
　
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会

十
月
二
十
七
日
　
　
第
三
十
二
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会

が
報
告
さ
れ
た
。

十
一
　
閉
会
の
辞
と
し
て
濱
田
委
員
長
よ
り
、「
昨
年
の
反
省
検
討
を
踏
ま
え
、
今
年
は
青
少

年
武
徳
祭
の
日
程
を
変
更
し
た
こ
と
。
嚴
島
神
社
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
は
多
く
の
方
の
支

援
も
あ
り
よ
う
や
く
再
開
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
」
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
、「『
襲

古
還
新
』
を
旨
と
し
、
本
会
が
前
向
き
に
新
し
い
進
化
と
発
展
を
遂
げ
る
た
め
、
ま
た
会
員

数
増
強
の
た
め
に
も
、
武
道
執
行
専
門
委
員
の
先
生
方
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
」
旨
言
葉
が

あ
り
、
閉
会
と
な
っ
た
。

以
　
上
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第11回  定 時 社 員 総 会
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第15回 武道執行専門委員会
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素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
京
都
市
自
治
記
念
日
に
あ
た
り
ま
す
一
〇
月
一
五
日
、
平
安
神
宮
の

南
に
所
在
す
る
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が
あ
り
、
我
が
一
般
社
団

法
人
大
日
本
武
徳
会
は
「
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進
表
彰
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
京
都
市
が
毎
年
、
自
治
記
念
日
に
数
々
の
功
労
の
あ
る
一
〇
部
門
の
表
彰
の

一
つ
に
あ
た
る
も
の
で
、
市
民
生
活
に
「
う
る
お
い
」
を
も
た
ら
す
活
動
に
取
り
組
ん
だ
他
に

模
範
と
な
る
個
人
・
団
体
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
趣
旨
は
、
京
都
の
伝
統
と
革
新
の
精

神
に
基
づ
い
て
蓄
積
し
た
有
形
無
形
の
文
化
を

継
承
・
活
用
し
続
け
る
「
世
界
の
文
化
首
都
・

京
都
」
の
推
進
に
貢
献
、
更
に
国
際
親
善
に
も

貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
琴
演
奏
と
生
け
花
、
合
唱
な
ど

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
に
続
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
厳
粛
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
二
三
四
団
体
、
七
四
七
人
（
内

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進
表
彰
一
〇
三
団

体
、
三
八
四
名
）
に
門
川
大
作
京
都
市
長
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
本
会
の

代
表
と
し
て
、
ま
た
、
京
都
市
民
の
一
人
と
し

て
大
変
光
栄
で
あ
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

い
た
し
ま
し
た
。

本
表
彰
は
本
会
が
京
都
市
武
道
セ
ン
タ
ー
旧

武
徳
殿
を
世
界
武
道
の
聖
地
と
位
置
づ
け
創
立

以
来
百
二
十
八
年
の
永
き
に
わ
た
り
先
人
の
弛

ま
な
い
努
力
と
し
て
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
日
本
伝
統
武
道
の
継
承
と
未
来
へ
の
発
展
、

武
道
を
通
じ
て
の
青
少
年
の

育
成
、
国
際
部
と
連
携
し
た

国
際
友
好
を
目
指
し
た
取
り

組
み
が
大
き
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
会
に
と
っ
て
大
変
名
誉

な
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
の
は
本
会
先
生
方
の
ご
指

導
と
会
員
、
関
係
者
皆
様
の

ご
協
力
の
お
陰
と
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
、
本

会
の
活
動
に
よ
り
ま
す
ま
す

魅
力
あ
ふ
れ
る
未
来
の
京
都

の
実
現
に
向
け
て
貢
献
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

　
　推
進
表
彰
の
授
賞
式
に
臨
ん
で

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
　
理
事

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会
　
総
師
範

山
田
　
文
典
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第31回
平安神宮奉納
古武道演武大会

日　時：令和５年10月１日（日）
　　　　　　　　　　　午前10時30分〜
場　所：平安神宮「額殿」
主　催：一般社団法人　大日本武徳会

事務局撮影
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大　　会　　次　　第

◎平安神宮祈願参拝 午前10時30分より
玉　串　拝　礼 濱 田 鉄 心

◆◆◆　開　　会　　式　◆◆◆

司会進行　　　大会進行委員長 渡　邊　佳　代　子

①開 会 宣 言 大 会 副 委 員 長 竹 田 　 豊

②開 会 挨 拶 大 会 管 理 運 営 委 員 長 中 田 浩 大

③演 武 上 の 注 意 大 会 検 証 委 員 長 山 田 文 典

④祓 い の 儀 居 合 道 　 範 士 八 段 村 田 雅 人

◆◆◆　演　　　　　武　◆◆◆
＊時間の都合上、演武時間は７分以内とする。試斬り並びに弓術・古武術も７分以内とします。

◆◆◆　閉　　会　　式　◆◆◆

①納 め の 儀 居 合 道 　 範 士 九 段 柳 田 邦 治

②講 評 大 会 副 委 員 長 竹 田 　 豊

③閉 会 挨 拶 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心

④閉 会 宣 言 大 会 進 行 委 員 長 渡　邊　佳　代　子

午前11時
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第
三
十
一
回
平
安
神
宮

　
　古
武
道
奉
納
演
武
大
会
報
告

至
誠
館

藤
井
　
正
巳

令
和
五
年
十
月
一
日
（
日
）
第
三
十
一
回
平
安
神
宮
古
武
道
奉
納
演
武
大
会
が
平
安
神
宮
額

殿
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
雨
が
降
り
少
し
涼
し
い
天
気
の
な
か
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
半
す
ぎ
に
は
、
理
事
の
山
田
先
生
を
始
め
、
上
村
先
生
ら
が
集
ま
り
、
平
安
神
宮

の
額
殿
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
、
作
業
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

午
前
十
時
十
分
よ
り
額
殿
前
に
参
加
者
が
整
列
し
、
前
の
祈
祷
が
終
わ
る
の
を
待
ち
、
平
安

神
宮
拝
殿
に
て
祈
祷
、
玉
串
奉
納
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
安
神
宮
額
殿
に
戻
り
、
山
田
文
典
先
生
よ
り
検
証
委
員
等
の
時
間
割
、
役
割
等
の
説
明
が

あ
り
、
続
い
て
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
祓
い
の
儀
」
は
範
士
八
段
　
村
田
雅
人
先
生
の
演
武
で
始
ま
り
、
さ
ら
に
弓
刀
錬
心
舘
の

古
式
に
則
っ
た
弓
の
演
武
、
誠
正
館
の
演
武
、
神
和
会
、
晟
慶
館
Ａ
、
晟
慶
館
Ｂ
、
剣
心
会
Ａ
、

修
童
館
Ｃ
、
大
誠
会
、
東
京
蘆
洲
会
、
双
水
執
流
武
尊
会
、
貫
心
流
居
合
術
、
理
法
塾
、
無
双

直
伝
英
信
流
福
岡
、
千
葉
剣
心
会
、
新
誠
舘
Ａ
、
新
誠
舘
Ｂ
、
正
守
和
道
塾
、
武
学
館
、
松
栄

館
、
講
道
館
柔
道
、
大
阪
修
武
会
、
日
本
古
武
道
直
心
会
、
弓
刀
錬
心
舘
居
合
道
、
拳
正
会
、

無
想
智
心
流
兵
法
空
手
道
、
正
守
和
道
塾
、
無
双
直
伝
英
信
流
愛
知
、
無
双
直
伝
英
信
流
　
愛

知
、
古
武
道
唯
心
会
、
剣
心
会
Ｂ
、
至
誠
館
、
誠
道
館
、
陽
武
館
、
修
童
館
Ｂ
、
大
阪
堺
守
礼

館
、
素
心
流
居
合
抜
刀
術
、
風
伝
流
修
童
館
Ａ
、
の
先
生
方
の
見
事
な
演
武
が
続
き
ま
し
た
。

途
中
の
進
行
状
況
は
、
非
常
に
流
れ
は
よ
く
、
各
道
場
の
先
生
方
が
制
限
時
間
を
き
ち
ん
と

守
り
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
な
が
れ
ま
し
た
。
途
中
の
雑
音
に
も
め
げ
ず
集
中
さ
れ
て
演
武
が
な
さ

れ
た
こ
と
に
は
、
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

写
真
撮
影
禁
止
の
看
板
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
う
ま
く
機
能
し
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
流
動
警
備
等
に
お
い
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
等
は
な
く
、
無
事
責
務
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
納
め
の
儀
」
で
は
範
士
九
段
　
柳
田
邦
治
先
生
の
気
迫
の
こ
も
っ
た
演
武
で
第
三
十
一
回

平
安
神
宮
古
武
道
奉
納
演
武
大
会
は
、
午
後
三
時
二
十
五
分
に
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
前
年
に
比
べ
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
威
厳
が
伴
っ
て
お
り
、
は
る
か
に
有
意
義

な
大
会
で
あ
り
、
多
く
の
事
柄
に
お
い
て
改
善
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に
、
大
会
の
準
備
、
進
行
等
に
携
わ
れ
た
先
生
が
た
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
、
一

般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
の
今
後
さ
ら
な
る
発
展
と
、
各
道
場
流
派
の
先
生
方
の
栄
達
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

御礼の御挨拶
第31回平安神宮奉納古武道演武大会も皆様の多大なる御協力と御支援
によりお陰様で無事盛大裡に終了いたしました。ありがとうございまし
た。厚く御礼申し上げます。

一般社団法人 大日本武徳会

大　会　参　与

ご協賛及びお祝金をいただいた個人及び団体（順不同）
御　芳　名 御　芳　名

濱田　鉄心　様 竹田　豊　様
山本　楠城　様 坂本　俊一　様
山田　文典　様 石本　一平　様
中田　武太　様 井本　敏弘　様
杉生　闡祐　様 日本古式武道協会　拳正会　様
大阪修武会　様 中野　秀人　様
北川　茂　様 梶川　充　様
村上　亨　様 村山　盛哲　様
小松　秀敏　様 山川　正　様
浦谷　一平　様 神和会　様
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当
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
十
月
二
十
八
日
（
土
）、
滋
賀
県
大
津
市
木
戸
公
民
館
に
お
き
ま

し
て
、
一
年
の
修
練
の
結
果
を
確
認
す
る
昇
段
級
審
査
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
受
験
す
る
形
を
段
級
に
応
じ
て
指
定
す
る
方
法
を
実
施
し
ま
し
た
。
指
定
す
る

形
の
発
表
は
、
当
日
実
施
直
前
に
行
う
こ
と
し
、
修
練
し
た
ど
の
形
で
も
演
武
で
き
る
か
を
試

す
も
の
で
、
会
場
で
は
当
初
か
ら
緊
張
し
た
雰
囲
気
が
漂
い
受
験
者
か
ら
は
静
か
な
中
に
も
熱

い
気
迫
が
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

当
会
は
、
上
は
八
十
代
か
ら
下
は
小
学
生
と
年
齢
幅
が
あ
り
、
審
査
も
当
日
の
形
実
技
に
加

え
て
、
そ
の
者
の
応
じ
た
大
会
・
奉
納
参
加
回
数
、
稽
古
参
加
状
況
、
大
会
使
役
等
の
平
常
点

と
で
総
合
的
に
結
果
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

目
標
は
、
段
級
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
日
本
伝

統
武
道
の
継
承
・
発
展
に
あ
り
、
年
齢
・
技

量
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
示
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
日
は
、
十
名
の
剣
士
が
受
験
し
、
全
員

見
事
に
合
格
、
更
に
は
二
段
階
上
が
る
飛
段

級
を
果
た
し
た
者
が
三
名
有
り
、
極
め
て
好

成
績
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
春
の
第
六
回
世
界
武
徳
祭
、
夏
の

青
少
年
武
徳
祭
、
猛
暑
の
中
で
の
合
宿
稽
古
、

秋
の
平
安
神
宮
奉
納
大
会
の
他
、
地
元
の
神

社
奉
納
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
を
経
て

の
結
果
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
閉
会
後
、
久
々
に
懇
親
会
を
実
施

し
、地
元
名
物
の
「
近
江
軍
鶏
の
す
き
焼
き
」

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

団
結
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
昼
か
ら
雪
が
強
風
と
共
に
吹
き
荒

れ
る
悪
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
は
気

迫
と
熱
意
に
満
ち
た
雰
囲
気
の
中
、
免
状
授

与
式
、
新
春
挨
拶
の
後
、
桐
畑
師
範
代
の
祓

い
の
儀
、
道
場
ご
と
の
初
抜
き
演
武
と
続
き
、

総
師
範
に
よ
る
基
本
技
指
導
、
最
後
は
、
彦

根
道
場
長
中
村
師
範
代
の
納
め
の
儀
に
よ
り

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
閉
会
後
、
彦
根
駅
前
で
新
春
懇
親

会
を
実
施
し
、
平
素
別
個
に
稽
古
し
て
い
る

各
道
場
の
剣
士
が
親
交
を
深
め
、
今
年
の
積

極
的
な
取
組
み
を
語
り
合
う
な
ど
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
更
な
る
団
結
を
深
め
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

当
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
月
十
三
日
（
土
）、
滋
賀
県
彦
根
市
西
地
区
公
民
館
に
お
き
ま

し
て
、
恒
例
の
新
春
行
事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
実
施
し
た
昇
段
級
審
査
の
合
格
者
に
対
し
免
状
を
授
与
し
、
流
派
全
員
が
集
ま
っ

て
稽
古
始
め
を
行
う
も
の
で
、
今
年
は
十
二
名
に
免
状
に
授
与
い
た
ま
し
た
。

当
流
派
は
現
在
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
を
挟
ん
で
四
道
場
を
構
え
て
活
動
し
て
お
り
、
今
回
は
彦

根
に
お
い
て
開
催
し
た
こ
と
で
湖
北
を
中
心
に
会
員
の
参
加
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

彦
根
に
は
、「
国
宝
彦
根
城
」
近
く
に
当
流
派
彦
根
道
場
が
あ
り
平
成
十
七
年
二
月
に
道
場

を
開
き
、
本
会
主
催
行
事
は
も
と
よ
り
、
彦
根
城
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
地
元
神
社
へ
の
奉
納
演
武

な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

剣
心
会

「
令
和
五
年
度
昇
段
級
審
査
会
」
の
開
催
結
果

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
理
事

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会
総
師
範

山
田
　
文
典

剣
心
会
「
令
和
六
年
免
状
授
与
式

　
　及
び
合
同
稽
古
始
め
」
の
開
催
結
果

一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳
会
理
事

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会
総
師
範

山
田
　
文
典

「範士九段　毛利友彦元春宗家」の遺影を囲んでの記念撮影

当日参加した昇段級者との記念撮影
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